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中国の数学
ウォルフガング・ルペル卜

さる 8 月 18日東京大学工学部において，第52同月例講演会を日本

数学会の協賛の下に聞き，中国の数学や科学の事↑青について，最近

中国を訪問されたノレベルト教授と近藤次郎教授にお話をうかがった.

その際，ルベルト教段は講演内容を前もって用意され，その沢が本

稿である.

中国の数学の現況を説明するには，同国での数学研究

の課題や業績を説明するだけでは不十分である.とりわ

け業績の評価は単なる主観的なものになりかねない.ほ

かのすべての科学と向様に，数学は l つの知識の体系と

してのみならず，すべての数学者が国際的共同体に連続

した社会的な集問として考えるべきであろうということ

を考慮するべきである.

この共同体は，個々の数学者たちが互いに紡びついて

l つの輪環系(結合体)として発展することによって，

実現したものなのである.すなわち数学者たちが共通に

持っている価値観と数学研究作業の方法や結果に対して

一般に支持されている信念，言語学的情報交換としては

特殊なスタイルで、ある“数学言語"的，すべての数学者に

よって背遍的に使用され理解されている術語や記号の集

合といったものから成るシステムがそれである.

この共同体は，数学の論文誌と書籍，会議と報告を基

継にして，独自のコミュニケーション・システムを築き

上げてきた. 国際数学連合 ( IMU) と国際数学会議

(I CM) とは，国際的規模でのゆるい組織的連合体で

ある.

数学の，こうした“社会学的"見方に立てばつぎのよ

うな質問が出るのは自然のように思われる.

1) 中国の数学界と中国入社会全体との関係は，どのよ

うになっているか. とくに，それに関する中国共産~t

の政策はなにか.

2) 社会システムとしての中国数学の園内的性格はなに

か.数学に対する中国人の見解につき，また社会的連

帯と情報交換につき，どういうことが百えるだろう

� 本文中“ ‘ ¥( )は原著者によるもので

あり， ir J'土中国語， [ J は訳n:， <: )>は題名，

は日木訴でイ史'li:上それぞれ)fJ~者が柿入したもので

ある.

584 

か.

3) 中国の数学界と国際的な数学者の共同体との関係は

どうか.

歴史的背景

これらの疑問に答えようとするには，その歴史的背景

を要約する試みが役に立つで、あろう.占来，中国人の数

学での知識は，いくつかの分野で，とりわけ代数学で;11

常に高いレベルにあったし数世紀にわたってヨーロッ

パのそれを凌鴛してし、た. ヨーロッパの数学者に先んじ

て中国人に知られていた中国の[剰余定照(と「二項展

開j のような成果が注日される.

しかし中国の数学者の業績は，中国の社会の一般の人

たちからは高くは等重されなかった. ヨーロッパでは，

ギリシャの伝統にしたがって数学は，いつも非常に尊敬

され，それは高度の美学的価値を持つものとして，主た

青学にとり，ときには宗教にとってさえ，最高の意味を

になうものとして考えられていた.これとは対照的に，

中国の知識人たちは，それが単なる実用的価値を持つ少

数者だけの特技であり，少数の官吏や事務員たちの 1 つ

の職業としか考えなかった.

数学的推理は，実用的な結果を得るための方便にすぎ

ず，抽象的真実を探究するための手段とはみなされなか

った.だから証明という考え方は，数学的な透察を最終

的に篠立するための唯一の正確な方法としては発展しな

かった.支配層の儒家たちの限には，数学には徳義がな

く，したがって青学的価値がないと映じたので，体大な

数学的寄与も，しばしばなんらの反響をよぱなし、で，と

きには消え去ってしまうことさえあった.

そのほかにも発展の阻害要因として，中国では，数学

の各流派間の交流に，ある種の欠落があったことと，ほ

かの国での数学活動，とりわけ西側諸国の数学からのか
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なりの隔絶があったことがあげられる(この事情は 17世 な見解とは対照的に，中国人たちは，ほかの諸科学や社

紀にジェスイット教徒によってわずかに緩和されたにす 会全体との関係を強調する.

ぎなかった). 中国共産主義にとっては，ほかから独立した白己中心

明朝から清朝にかけて，これらすべての要図はたえず 的な価値体系を持った数学界は，零認しがたい.数学は，

数学に腐敗を引きおこしそのためヨーロッパでの数学 社会に奉仕しなければならないし，したがって共産党の

の大興経期にも，新しい技法と理論の伝達を受ける基盤 指導下に置かれなければならない.数学の“国内的な"

もなく，ただ国内の発展に委ねるだけであった. 科学的価値は，政治的，つまり討会主義的価値が，数学

現代数学は，本質的には外来文化という知的な文脈の それ自体の価値より Z主要である，と考えられている.

すべてとともに，四方から大規模に輸入されなければな レーニン主義の理想とされる「車I ・専~ [政治思旬、と

らなかった.現代数学の移入は，主として西側の諸大学 専門的能力〕という考え方によれば，数学者たち(そし

に留学した中国知識人に頼ることになった.彼らは帰国 て全般的には科学者たち)は，“社会主義的意識を示す"

後，その後の発展に必要な科学的人的資源の妓心を形成 ことと“政治が指揮をする"ことを要求されている.文

した.現代中国の数学は，それ白身で、のちに lω93苅0年以降 化革命以来， fJ科l 学の領域でで、の正{確龍な政治的態度につい

になつて数学の進歩に主為寄も年，タ与‘しf得号る段階に到到l達した. ff.1蘇採歩 て， このように強調されていることは，中国のすべての

?f引(微分幾何学)や，華羅庚(数論)とし、可つた西側で

うけた中国人数学者たちの業績は，世界のほβか込の諸地域 のすべての号に，例外なくイデオロギー的な，かっ脅学

の同学者から，大いに感謝されていた.これらの著名な 的なテーマに立った論文が含まれているのである. “理

数学者たちは，ほとんどすべて西側諸国で高度の学術的 論問題の点でのち主席の重要指示の学習討論会の議事

訓練を受け，数学的研究業績の大部分を産み出して，ま 録"とか“法家と儒家との闘争と，中国の古代数学の発

たそれに刺激を与えた.彼らの影響は，今日もなお感じ 艮について"といったものから“「数学推理』の厳密性

とれるほどである. と『認識論』での『実践標準~"といったものまでがそれ

1937~45年間の戦争(日中戦争)と，それにつづく である.マルクス理論に与えた数学の直接的影響は，最

1946~49年間の国内戦は，中国の数学の後年の発展には 近，新聞紙上に大いに喧伝されたように，カール・マノレ

深刻な打撃となった.それはおりしも数学が開花しはじ クスの『数学手稿~ [数学ノート〕の糊訳によって強調

めたときであった.中国の数学者たちは，教育・研究活 されている.

動を維持すべく最善をつくしたが，その後の進歩と展開 文革後の中国の科学政策のきわだった特徴は， u大衆

の路線は，きびしい現実の前に中断されてしまった.や 路線』と言われるものである.この路線にしたがえば，

っと園内戦が終わって 1949年に人民共和国が設立された 数学は少数の職業的数学者だけのものではなく，広範な

あとで、新たな努力がなされたのである. 労働者・農民大衆に集積されるべきものとされている.

当局の政策

われわれの最初Jの問題は，数学界と中国人社会全体と

の関係に関するものである.

ここで，われわれは，一方で、は数学を発展・普及させ

るため，他方では中国数学界の諸任務に関する指導方針

として，中国共産党によって採択された政策を検討しな

ければならない.

中国のマルクス主義思想の基本原則によれば，数学は

社会主義建設のための科学的用具の l つで・あり，その価

値は主として社会のための利用におかれている.西側諸

国では，そしてある程度はソ連でも，数学上の研究はな

によりもまず数学それ自体のために行なわれ，数学論文

の価値は数学発展への寄与によって判定され，その結果

ほかの数学者たちによる批判は，少なくも純粋数学の世

界で受け入れられるだけである.この数学の自己中心的

1976 年 10 月号

数学上の研究は，労働者や農民によってもなされるべき

であり，逆に数学の研究に従事する工作者たちは，彼ら

の時間の一部分を工業または農業の作業実践にも捧げる

べきである.それは，知識分子と労働者との間にある，

あらゆる差別jを究極的には消滅することが，このイデオ

ロギー路線の目的であり，このようにして教育をうけた

労働者であり技術者であり，科学者であるという新しい

形の人聞を例外なく創造することにある.いったんこの

目標に達したあかつきには，中国の数学界はほかのいず

れの国よりも社会に，より多く集積されるであろうこと

は明らかである.

この路線にしたがい， u大学~ (総合大学)や『学院』

(単科大学)は， “広範な労農兵大衆"のための施設に変

形された.そこで強調されるのは，ソ連に見られるよう

な高度のエリートづくりや競争的教育から(学生たちの

現に所属する)職場や分野で、l直ちに応用するのに，いっ

そう好都合な，しばしば『基層~ [末端〕のレベルで・の，
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より全般的・合作的な学宵のスタイルへと変更されたこ は研究所に残り，とりわけ当直1の研究作業に任じたり，

とである. 平素の課題を解決したりしている.

大学院レへんに相応する尚等数学の教ffは，ほとんど 放学では，数学的ソl ログラミングとオベレーション

「中国科学院」の各『研究所01，同科学院に所属する『科 ズ・リサーチの理論および計算・統計問題に関連する全

学技術大学J，各「部<~ [省7 と各級組織に所属する mr 分野には，その上うな合作がとくに適している.

究院・研究所』などによって独占的に行なわれている. 中国で、の数学の発展のためのイデオロギー的概念の効

研究成果については， 9-1同人たちは労働者と『技術 果はなにか• U~大衆路線J は， r門戸開放』政策とともに，

員01 (技能者)たちによって書かれた数学論文を大いに 社会全域の数学的知識の向上のために，非常に好都合で

誇っている.技能者たちと職業的数学者たちの集団によ あったことは，疑う余地のないところである.このよう

る応用事項に関する諸論文，あるし、は技能者たちだけに にして数学的推理の理解は，職業的でない人びと，労働

よる諸論文が，直ちに中国の数学誌に発表されるという 者-と農民に広まっており，逆に数学者には，いっそう突

事実は，他のいずれの国でも聞かれないことである. 践作業に対する理解を深めることができる

とはいっても，全体にせよ部分にせよ数学論文の大部 かくして数学者たちは，いっそう十分に社会に結合

分が，非職業的な例人または集同1により書かれたとまで L，ともすれば西側の数学者たちにl古]けられる“社会か

は斤えない.論文の多くは，大学あるいは前述した研究 らの隔絶"といった非難を受けないような仕組になって

所の所員によって書かれている いるらしい.他方では，この政策自体が数学のより抽象

古沢東は， “人びとの正しい観念はどこからくるか" 的な部分の発展には，あまり貢献していないことは明ら

と“実践論"という 2 つの論文の中で，科学的真理の発 かであり，それは符易には持及せず， If{ちに応用されて

見についてプラグマティックな見解を説明している.こ もいないからである.

の見解によれば，仮説や新しい概念は実践的経験の理論 社会主義建設の必要に応じて，応用と，その関連分野

的反省を通じて創造される.こうした経験は， r階級闘 とに重点が置かれているが，一方中国当局は明らかに，

争，生産闘争，科学実験』とし、う三大革命を基稔として 抽象的な数学上の研究の必要性を十分に認識している.

いる.新しい仮説と理論が組み立てられたのち，それら 1973年に北京大学を訪れた折，私は数学教研宗の高1]主

は再び実践の中で検証されなければならず， さらに修 任の説明を受けた.それによれば，全般的な意見として

正・改良され，あるいは完全に変更され，ただかぎりた は，純粋数学て、の研究のほぼなかばは，実践的応用にす

く検証され改善されるだけである .11:しい観念は，のち ぐ紡びつくものではなく， 州象的課題に専心すべきで

の経験によって正当化されるだろうし，誤った観念は， あるとされていた.“Scientia Sinica" ~'科学通報』 と

実践の過程で失敗するだろう. “ Acta Mathematica Sinica" U'数学学報』に発表され

かくして科学的進歩は，実践との緊術な結合によって た諸論文によって判断すれば.少なくも最近までは，こ

のみ達せられるだろう. の説明は正しかったようである

理論と実践との遊離を予防するため， “「関門難所」 中国の数学者たちのゴーノレドバッハの問題(少なくも

〔門H開放〕政策"とよばれるつぎのような方法が採用 現時点では，それは実践的応用にはなんらの関係もな

されている.教育の面では， [大学・高校・中小学校 し、)の部分的『解』への貢献は，中国共産党の公式機関

の〕全過程で学費年限が短縮され，実習と一定期間の 紙たる『人民日執1 の中にも反響をよびおこした.それ

工・農業労働がカリキュラムの中に取り込まれた.学校 は大いに賞賛され，科学研究で中国は世界のいずれの固

と大学とはたえすー工場と人民公社に密按し，教師と生徒 にも劣らないことの証拠として引用された.これはまた

は，しばしば労働者と農民にレポートを提出し，そのか 数学論文の価値に関する世界の一般的見解が，少なくも

わりに熟練した労働者と農民により実践的問題で教えら ある程度まで中国当防にも代認されていることを示すも

れている. ののようである.

高等学問(大学，専門学校)志願者は，大学入学以前に 現在この態度が， fflí小平の失脚を頂点とする最近の政

少なくとも 2 年間は工・農業での肉体労働に従事しなけ 治闘争にともない，変化したかどうかは言明できない.

ればならない.研究所では， [肉体労働のための〕作業部 とはいえ，大いにそうありうるとも思えない.

門の交体制度が取り入れられている.研究人民の 3 分の つぎに研究のために使える時間の問題もある.実践的

l は一定の工場または人民公社で肉体
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時聞を割愛することにもなることを認めざるを得まい.

科学者たちの時間の大部分は，政治的活動に割かれてい

る.

それゆえ，多くの凶側の数学者たちの怠;凡では，もし

中国人数学者たちが凶側諸国に住んでいたならば，より

多く，よりよい仕事ができただろうというにある.中国

人の見解では，これは絶対にナンセンスであり，この研

究時間のロスは，イデオロギー的意識と実践的理解での

利得に完全に劣っており，事実，有用な科学研究は，正

確な政治的態度と，実践での健全な基盤なくしては，不

可能であるということを，いつも指摘している.

数学での中国人の見解

中国の数学の園内的な性格は，その開発コースによっ

て決定され，また，それはすて、に述べたように，マルク

ス・レーニン主義の原則lによって形成された社会にはめ

こまれている事実によって決定される.

数学の上での中国と西側の見解のあいだには，かなり

の差処がある.マノレタス主義イデオロギーと市[い中国の

伝統との両者によれば， “数学のための数学"という純

粋主義的立場にとっての余地はなく，そのかわりに数学

は，実践に強く結びついた科学として理解されており，

そのもっとも抽象的な理論でさえ“天国から墜落してし

まってはL、ない"にせよ，とにもかくにも実践的諸問題

に結びつけられている.

l苅肇!在による最近の論文1: ü数学推理』の厳密性と『認

識論c~ での「実践標準<1>>(数学学報 19巻 l 期 1~11頁，

1976"['.3 月)の中で強調されたように，数学理論の究械

的正当化は，純粋に形式的・諭理的な恨拠のみだけに基

従をおけるものではないが，実践に頼らなければならな

い.この見解によれば，形式論理白体が，単に人間の主

倒的怠識の中の外界の反映にすぎなくなる.

このことは無論，数学が，経験によって結果が1iIE Il)Jさ

れなければならない科学の i つであることを意味するも

のではない.数学的定理は，できるだけ厳術な証明によ

って設定されなければならないが， “数学的厳術さ"と

いう三葉内体の意味さえも変化を受けるものであるし

11白lかぎりで，それで全部だとは決して百えないことを

銘記しなければならない.

科学全体の進歩により，今日は完全に妥当とみられる

数学的推瑚も，明日は論理的に不完全と考えられるかも

しれない l つの理論が有効かどうかは，その益礎とな

る主要観念の『有用性』の上での最終的な分析にかかっ

ており，それは実践によっ℃だけ検1司王できるものであ

る.

1976 年 10 月号

こうした“プラグマテイカル"な意味で，数学的真実

は，論理的演繕可能性よりも実践的有用性に，より緊併

に関係している.他方では，数学的方法・技法と数学論

文の形式的スタイノレがほかの国々のものと大7~ーがなく，

使われる数学記号もまさに同じであり，中国の諸大学を

訪れた折に私白身で的:かめたとおり，ギリシャ・ラテン

文'子さえ英文の流儀で、綴られてし、る.主要な差異は，す

でに述べたように主として数学に関する一般的な見解に

あるようであり，そして，ある程度は研究課題の選択に

あるらしい.

中国での数学研究課題

これまでのi命述で指摘したように，中国の数学上の活

動の，より大きな部分は，応用数学あるいは実践的応用

と不可分視される純粋数学の諸分野に属している.

コンヒーュータ科学，それは一国の発展度の目安であ

り， f'l学的・工業的研究のもっとも多くの分野での中心

的な用具であるが，それが首位に位l汽づけられているこ

とは，驚くにあたらない.コンピュータ科学と，さまざ

まの関連分野での研究作業は， 1956年に中国科学院の北

京「計算技術研究所』の設立とともに発足した.これに

つづいたのは，上海， l:斉片4，溶陽，天津各市の研究セン

ターだったしすべての主要な大学にコンビュータ科学

が「事業J [専攻学科}として導入された 今日ではコ

ンピュータ科学は，確かに中国での科学のもっとも開発

された分野に属する

中国で， うまく設定された，いまひとつの学F↓は，オ

ベレーションズ・リサーチ (OR) と数学的プログラミ

ング理論である.この分野での第一歩は， 1955年明には

じまったようであり，おりから航空力学の業績で有名な

科学技術者である銭学森は， c米国から〕中国にi胤った.

米国を去るに先立って銭学森は，数学的フb ログラミン

グの問題で著書を書いていた.

それは“エンジニアリング・サイバネティッグス''lr王

位控制論JlJ と題され， それに強い感銘をうけていた'1'

国の科学当局は， c彼が帰国したのちJ 1957年 C 1 月 24

日)に中国科学院 [1956年度『科学奨金通告JlJ により

「一等奨』を与えた.

とくに 1958年の『大躍進』には. OR と数学的プログ

ラミングとのいくつかの方法は，~中国の現代化のため

のおもな用具と考えられていた L ，したがって， この分

野で、の研究活動は，もっとも積極的にすすめられた.

当時は，まだ数字:のほかの分野で働いていた華経炭，

~~文俊 ， )j i1í 先といった有名な数学者たちは， ORの研

究ばかりでなく L ・良業に能率的な作業を組織するた
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めのOR利用の普及に従事した.きわだった進展は，農

民や労働者たちにも平等劾に理解できる視覚上の「解』を

見いだすため，簡単で広範に応用できる手続きの創作に

あった.

文革後は，社会主義的意、識と経済的成功とで顕符だっ

た大3誕生産大隊と大陸送池田のような， “国の手本"によ

って槻絡をきめるために，詳細で大規模なプランをたて

ることは，大幅iに放棄されたようであるが，これら [0

RJ の方法のいっそうの開発と全国的普及は，いまもな

お進められている.

数字:の応用分野に従事する大多数の数学者たちはより

人ーきなプロジェクトを， といっても，それは全体の仕事

のわずかな部分でしかない数学上と計算上の問題を支援

するという，補助的作業をなしつつある.

このように応用数学の分野での出版物は，しばしば数

学的内外'では，多少きまりきった手続を性格とするもの

になっており，オリジナノレな数学的寄与を志向すること

なく，むしろほかの分野での応用を刺激している.

その一例として，地震予知のための統計的方法に関す

る最近の論文が注目され，その主要なアイディアは，数

学の側よりも，地質学と地震学の側にある.

純粋数学の研究としては，応用(とりわけ微分方組式，

篠ネと統計)に重みがかかったテーマのほかに，大部分

の研究は，しばしば第二次大戦前にさかのぼる数学的伝

統に結びつけられた比較的少数の中心的トピックスで、占

められている.

中国には，永年にわたって高位の ìiL'1学の影響下にあら

われてきた『数学堂」のいくつかを見いだすことができ

る.尚!支の資格を持った教育・研究者を，かなり欠いて

いたため，教自111 と生徒問の強いきずなをつくる傾向は，

l!ff究する興味をー貸して持ちつづけ，ときには非常に長

期にわたって大きな熱怠を持って追究するという傾向と

ともに，佐々にしてむしろトピックスを狭く限定してほ

かを無似し，いくつかのきまった好みに合わせてしまっ

たことは明らかである.

人民共和国設立後，中国共産党;主，この状態を矯正し

て全面的発展を推し広めるよう熱心に試みたが，すべて

の努力にかかわらず，この問題は，まだ完全には解決さ

れていないようである.

研究分野の選択での固執の傾向との結びつきで，そこ

には， ともかく“縫合;された"“具体的な"性栴の問題

に対する偏愛， また，それは「ピェベノレノミッハの予想j

や三体問題のような占典問題に対する偏愛ともいうべき

一定の保守主義が認められる，

中国では，し、かなる基準からも“なべてのtlli 象的ナン

センス"とよべる論文は発表されていない. この保守的

588 

な態度は，代数学のトポロシーを除いて，カテゴリー(圏)

理論の概念が非常にまれにしか使用されていないことに

もみられる.

中国でもっとも長い伝統を持つ分野は， r復素関数論)1

と『尖関数諭Jl，微分幾何学と数論である.これらの分野

はすべてすでに1949年以前に軍要な論文を発表していた

著名な中国人数学者たちの名前に私二びつけられる.解析

では陳建功と熊康来，微分幾何学では蘇歩青(1949年に

渡米)，線型〔変換〕群では華羅庚と後に万哲先，そして

数論では華羅庚がし、る.

しかしほかの伝統は，共産党が権力の也に就いた後

で，やっとつくられたばかりであり，たとえば，代数学

のトポロシーは呉文俊と張素誠の名につながり，関数解

析は反道行につながり，形式論理は莫料撲につながって

おり，これらの関連で西側にも著名な数学者をあげれば

上述のとおりである.

中国のすべての数学的寄与のうち，もっともよく知ら

れており，かっ大いに賞賛されているのは，数論での著

作である. 1930年代前棄の葉羅皮による重要な一連の論

文にはじまり，中国人数学者たちによる解析的数論に関

する絶聞なくつづく著名な論文の流れがあった.

『三角和Jl[あるいは『指数和JlJ の使用や『飾=法Jl[ある

いは『逐歩淘汰法JlJの応用によって重要な成果が達成さ

れた.とくに，華羅皮，王元，隙景潤，潜承湖そのほか

による Waring & Tarry 問題とそれに関係するトピッ

クスへの寄与に注目しなければならない.陳景潤の定理

は， 1966年にはじめて詳細!な証明なしに発表されたが，

それはセンセーションと言えるものだったし，最近のハ

ノレベルスタムとリッへんトによる『師法」に関する著書

の言葉を借りれば，“それは『飾』理論のどの説明に対し

でも，すばらしいクライマックスを構成している"と.

この定理は現在では，すべての十分に大きな偶数は 2 í凶

の素数の干jl としてあらわすことができる，という有名な

“ゴーノレド、バッハの予想"への最善の近似値である.隙は，

すべての十分に大きな偶数がN=p十九の形であらわさ

れ，そこでpは l 伺の素数であり， P2 は，せいぜい 2 似

の素数の積である‘

文革による中断のため，この成果は1974年にいたるま

で西側には知られなかったが，そのときは原論文よりも

っと入念な叙述が， r中国科学』誌(1 6期， 1973年， 157~ 

176頁)に掲載された.

それまでは， ブッフスタフ (Uspehi Matematycne 

Nauk 22巻， 1967年3号 135 ， 199~226頁)によるものが

最善の成果として知られていた.それは， N がP+P3 の

和であらわされ，そこでp は，この場合も 1í岡の素数で

あるが， P，はせいぜい 3 個の素数の積であると述べてい
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た. 国の新聞でおりにふれ発表された散発的な資料からみて

陳の定理の価値は主として，その証明が『飾』理論に その状況はあらましつぎのとおりである.

新しい方法を与えたことにもあるのだが，この証明は， 全学習期間は 2 つの部分にわけられている.第 l の

ともかくほかの 3 人の中国人数学者たち，濡承洞，了夏 部分は 2 年間であるが，学生たちは基礎的分野で、の講

陛， 正元らによって短縮化された(r中国科学』誌 18期， 主主に出席しなければならず，その内r沢は， (一変数と多変

1975年， 599~610頁). 数の)解析学，微分方程式の初歩，立体幾何学，線fI~代

数学関係出販物

すべての科学界にとっての決定的なポイントはコミュ

ニケーションであり，とりわけ出版された資料で、ある.

この点で中国の現状は，文革による崩壊の後，むしろ緩

慢ないl復ぶりに特色づけられる.文革以前に比べれば，

書籍・学術誌などの数は減少しており，現存する学術誌

は大きさでも全ベージ数でも縮少されている.

中国の主要な数学誌『数学学報』は，最近やっと 1974

年に復刊されたが，文革前に比べて内容が大変縮少され

ている.数学教授法に関する若干の小出版物のほかに，

数学の専門学術誌は， 1973年にはじめて出現した“数学

の実践と認識"誌だけである.

『中間数学』誌が諸問題の理論的『解』に関する論文

を主として内容としているのに対し， “数学の実践と認

識"誌は，数学上の諸問題の実践聞を，しばしばむしろ

初歩的なレベルでほとんど専門的にあつかっている.

数学上の論文は，中国の科学論文を西側諸国語で発表

する公刊誌と言われる『中国科学』誌にも見いだし得る

が，それは中華人民共和国の科学的業績のためのショウ

ウインド{とも言われる，

いくつかの，それもおおむね応用分野での数学論文，

数学会議やシンポジウムに関するレヒ、ユーや報告などは

ときに科学月刊誌『科学通報』にも掲載されている.

数学専攻の学生たちによる卒業論文の作成の折に発見

された目立った成果は，大きな大学で編集される各種の

刊行物にも発表されている.

中国での数学者たちの聞の大部分のコミュニケーショ

ンは，非公式出版物，とりわけ謄写版刷りのノート，ま

たは l直接的な按触，たとえば数学会議やミーティングな

どを通じてなされているらしい.

数学専攻学生のための力リキュラム

に関する若干の補足

中国の各大学における数学訓練は， 1972年前後に再開

された.学習期間は，いまや一般的に 3 ヵ年ときめられ

ているが，カリキュラムは，ともかく各大学ごとにyl~な

っているらしい.私が北京大学訪問中に得た情報と，中

1976 年 10 月号

数学，高等代数学の基本概念，数理物理学，コンヒ。ュー

タ員語とコンピュータ実宵である.付帯教科としてとら

なければならないのは，外国語(通常英語)，体育訓練と

政治学習である.これらの教科についやされる時間は，

週に計37~39時間であり，そのうち講義に要する時聞は

対である.第 2 の部分では，学生たちは関数論，実変数

解析，微分方程式，確率論，抽象代数学(数論の'f'f千部

分を含む)，トポロジーそのほかの中から白由に科目を選

択できる.

最終学期の後半に学生たちは“~業前の実習"とよば

れる形式で，ある種の研究作業をしなければならず，ま

た主として実践的題目に関する卒業論文を，単独または

同級生との合作により作成しなければならない.

国際的数学共同体との関係

最後に答えなければならない質問は，中国の数学者た

ちと，中国以外のほかの世界の数学との関係である.

中国の数学界は，国際的数学共同体の中の一部分とし

て考えることができるだろうか.すでに指摘したとおり，

中国人の数学上の見解は，西側の諸見解とは異なってい

る.山側での数学上の価値は，ほとんど中国でも承認さ

れているが，彼らの重みづけは同じものではない.

I!S側で，そしてある程度はソ連でも，政治はほとんど

重要な役割lを演じていないが，中国では，政治的・イデ

オロギー的価値がもっとも重要とされている.社会に奉

仕するとしづ政治的動機づけは，それ自身のためにする

数学の“国内的"動機づけ以上におかれる.中国の数学

者たちの祖国への忠誠は，それゆえ通常，同際的数学共

同体へのそれよりも，はるかに強いものがある.

中国当局者の西側資本主義，あるいは(より恋し、)ソ

連修正主義の影響に門戸を門放することに対する，ある

乗気のなさのために，ほかの諸国との数学上の直接的接

触は困難にされている.

文革終結以来ド催人民共和国の数学者たちで，数学

l術文執筆に西側の数学者と協力したものはだれもいな

い. 1954年以来，数回にわたって招請されたにもかかわ

らず，中国からは国際数学会議の研究発表に出席のため

ら送れた数学者もいない.

他方，中国系の米人科学者ーたちは，中園で歓迎され，
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ときには中華人民共和国の彼らの同僚とともに，共同論 ralblatt f� Mathematik und ihre Grenzgebiete" 

えを執筆て、きるほとザの長期滞在が可能で、ある. とし、う中国語で、書かれた数学書と論文の総介は通常'非常

文午後，最初に訪中した中国系米人数学者は，たぶん にた'J. く，しばしば単に標題の翻訳にとどまっている.

微分幾何学と微分トポロジーで有名な寺門家である隙才i 数論や代数トポロジーのような分野での中国人たちの

身だったし，それは1972年だった.つづいて確率論で有 主要な'~ Jj-!主西側の専門家たちに認められ，高く咋 l放さ

名な Zhong Kai・ lai その他がし、た. れて L 、るが，大部分の数学上の研究は，凶側の数学者た

ノーベノレ物理学賞受賞者で現在米国に住む中国人物理 ちによって単純に無視されている.

学者1易振宇は，上海復旦大学の谷超豪その他の数学者た l十1国は数学の全分野では，まだ自身を大国としてtJ ち

ちと，ゲージ場の数学理論[11規範場理論的若干問題JJで 建てていないし，したがって中国人の論文は，それと比

共同論文を執事l: した U['中国科学』誌第 5 期， 197ラ年'471~ 較できるすぐれた質を持つ西側の論文ほどには周知され

483頁). ていない.

最近では，ほかの諸国との科学上の接触が着実に増加

している.幾人かの西側の数学者たちは，訪中の招請を

受けたし，中闘の数学の学生たちは毎年間側の諸大学に，
結論

ミ主として大学院またはより高いレベルの学宵のために儲 上述してきた論考は，われわれが中国の数学を，国際

学している.しかし，ほかの諸国の数学者との{閑人的接 数学の全領域から遠隔した一地方で、あるかのように眺め

触の程度は，まだ大して強い印象を与えるにはいたって なければならず，ほかの諸地方とのコミュニケーション

いない. のラインが部分的にしか開かれていないことを 1I白示して

今日数学上の出版物が指数的にふえつつあり，個人的 いる.

接触が日!日と重要さを増していることを考えれば，中 数学は，中国ではほかの国々に比べて社会のなかで，

国の諸外国との数学上のi直接的接触は不十分というほか より少ない独立性しか与えられていない分科共同体であ

はない. り，そのおもな価値は，数学的なものにあるのではなく，

これは，中国人が外国の研究結巣に関心を持たないこ 本来，政治的なものにある，とされていることに関係が

とを怠味するものではない.逆に彼らは，外国の科学文 あると考えられる.

献のためポ mに効果的な翻訳・配布サーピ、スにより，凶 一方では，中国の数学は，科学の進歩に大きな貢献を

側の文献・情報を常に十分にアップ・トウ・デイトに知 しながら，やはり“国際数学"の実質的な一部分であり，

らされている.さらに大多数の中国人数学者ーたちは， 1 他方では，それ自身の開発路線をたどっている.いまの

つまたはそれ以上の西側円語を話せるし，あるいは少な ところ，それは，いっそう“社会主義ヰ;1白IJ" 型の数学と

くも読解できている.西側の数学専門誌は，すべての主 数学的共同体への傾向だけが一世を風脈するだろうとは

要な大学に備えられている， 民えまい.

このようにして中国の数学者たちは，外凶の出版物に 中国の数学は，いまなお文革後のIbl復情勢のさなかに

渇載された新しい数学的成呆を容易に入手している.し ある.明らかに新しい前進がなされており，諸環境のJg

かし中国の数学上の寄与のほかの国々への，とりわけ凶 化さえなければ，いっそうの進歩が期待され得るし，そ

側への逆流は，店主しい制阪下におかれてし、る. 文革:後は， の進Jj，:は，数学の“国内的"価値によると同様に，中国

中国の数学上のl倫文が外国の数学専門誌に公去されたこ の社会主義的価値によるものとなろう.

とは l 度もない.

大多数の中国の数学上の論文は中国語て、書かれ，その

標題だけが英語に翻訳されている.これが二の足を踏ま

せるパ語との昨慣となっている.中国語は，一般に非常

に難解と考えられており，ごくわずかな数学者しかそれ

を学ぼうとしない.

1960年を皮切りに， 米凶数学会lは主，“Chi吋ine出se 恥Mathe­

ma抗tic Acはta" の誌名で， 1958年以来の主要な中国数学

l誌である『数学学報」の全巻完，v{を出版したが，文革発

'1'.後の 19671j'に ;KI到の向J.i!\維誌は '1'絶した.

西側の資料誌“Mathematical Reviews" と“Zent-
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ウォノレブガング・ルベルト 1948年ウィーン生まれ

1971年ウィーン大学ホ，数学・物理学専攻， 1971年

同博 Jc:課程卒， ウィーン農業大学比J)教授， 1968~73 

年中国語学習， 1973, 74, 75年訪中， 1974年オース

トリア中国研究所講師，“中国の科学・技術"の研究

に従事，同年同題名の共著あり.

(，ìI\者:犬飼総一郎， (jぱ )jtl:W政経調1写会研'先 H)

オペレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




